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寄贈品 

・プログラミングスイッチ  ・プログラミングスイッチ用充電器 

・タイムタイマー  ・スピーカーフォン  ・巻き尺シムロンはや巻 

・デジタルカメラ  ・ミュージックベルＭＢ―Ｃ 

活用状況   

（使用者、使用内

容、使用頻度等） 

・プログラミングスイッチ，プログラミングスイッチ用充電器 

 【使用者】  5・6年生 

【使用内容】 理科や算数の授業でのプログラミング学習 

【使用頻度】 3学期 

 

・タイムタイマー 

【使用者】  全学年の教師 

【使用内容】 テストの時間等 

【使用頻度】 毎学期 

 

・スピーカーフォン 

【使用者】  全学年の教師 

【使用内容】 対話リフレクション 

【使用頻度】 毎学期 

 

・巻き尺シムロンはや巻 

【使用者】  体育部の教師 

【使用内容】 運動会や体育の時間のライン引き 

【使用頻度】 毎学期 

 

・デジタルカメラ 

【使用者】  全学年の教師 

【使用内容】 子ども大学の取材やフィールドワーク等 



【使用頻度】 毎学期 

 

・ミュージックベルＭＢ―Ｃ 

【使用者】  全学年の教師 

【使用内容】 音楽の時間 

【使用頻度】 毎学期 

申請当初の 

目的達成状況 

〇 プログラミング教育の推進ができた。 

〇 子ども一人一人に応じた授業改善ができている。 

教育的効果につい

て所見等 

 多様な教材を寄贈していただいたおかげで，学校の教育活動の様々な場面

で子供たちに効果的な指導ができている。 

特に，スピーカーフォンは，本校が令和 3年度に福岡県重点課題研究校と

して任命され取り組んできた特別支援教育の充実に大変寄与している。具体

的には，研究の中核をなす，対話リフレクションの際，教師一人一人の発言

がよりクリアに聞こえ，会議を円滑に進めることができ，そのことで，子供

一人一人に応じたきめ細かな支援を考えることができた。 

また，オンラインで対話リフレクションを発信する際にも，スピーカー 

フォンの活用で，研究内容を多くの視聴者に伝えることができた。 

 活用状況の写真等（当日の様子など） 

 

今後の活用見通し・課題 

 今後も教育活動のいろいろな場面で活用していきたい。課題は，それぞれの教材を引き続き活用し，さら

に教育効果を高めていくことです。 

 

対話リフレクション 

タイムタイマー 

スピーカーフォン 


